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ジョブ・クラフティングとジョブ・デザインの往還
■

高尾　義明

提 言

　「ジョブ・クラフティングを問い直す」という
本号の特集の企画は，ジョブ・クラフティングと
いう概念が学術界および実務界に一定程度普及し
たからこそ可能になったものだろう。世界的に見
ても早い時期から研究を始めた先達の研究者たち
とともにこの概念の普及に努めてきた一人とし
て，感慨深いものがある。
　しかし，ここで立ち止まって考えてみたいの
は，ジョブ・クラフティング概念がその提唱時に
批判的に継承したジョブ・デザインの位置づけに
ついてである。ここでいうジョブ・デザインと
は，従業員のモチベーション向上や能力発揮を促
すようにマネジャーや組織が仕事を設計するとい
う，狭義の意味でのジョブ・デザインを指して
いる。
　振り返ってみると，日本ではジョブ・デザイン
研究が十分に盛んであったとは言いがたい。もち
ろん，実務の現場では，職務分担の見直し，権限
委譲などを通じてジョブ・デザインに相当する実
践は多くなされてきた。しかし，それらを「仕事
をどのように設計するか」という視点から体系的
に捉え，従業員の心理や行動に及ぼす影響を検討
するという発想は，必ずしも広く共有されてきた
わけではない。
　このようにジョブ・デザインへの関心が相対的
に弱いままジョブ・クラフティングだけが広まっ
ていくとすれば，それは仕事への適応を個人に任
せきりにする発想と紙一重だといえるかもしれな
い。マネジャーや組織が仕事をどのように設計す
るのかという問いを脇に置いたまま，個人の主体
性や工夫だけを強調するならば，ジョブ・クラフ
ティングに過大な期待が寄せられることになり，
その本来の含意を失いかねない。
　こうした論点は，今後さらに重要になるように
思われる。その背景にあるのは，AI の導入が仕

事に大きな変化をもたらすと予想されることであ
る。AI は，特定の作業を効率化するだけでなく，
職務の境界，必要とされる能力，意思決定のあり
方，さらには人間が担うべき仕事の意味をも変え
ていく可能性がある。
　AI 導入という変化に直面するなかで，従業員
が自ら仕事の進め方を変えたり，新たな役割を見
いだしたりするように，ジョブ・クラフティング
はいっそう重要になるだろう。すでに，AI 導入
への適応過程で従業員がいかに自ら仕事を再構成
しているかを探求した研究も現れつつある。だ
が，ジョブ・クラフティングを通じた適応が，常
に組織にとっても個人にとっても望ましい帰結を
もたらすとは限らない。
　だからこそ，これからのAI 時代においては，
ジョブ・クラフティングとジョブ・デザインを対
立的に捉えるのではなく，両者を往還させながら
考える必要がある。たとえば，職務の自律性を高
めることはジョブ・クラフティングを促進しう
る。一方で，過剰な自律性が従業員に負担や不安
をもたらしうることは，ジョブ・デザイン研究が
示してきた知見である。個人が主体的に仕事を変
える余地を確保しつつ，その自由度が過剰な責任
の押しつけにならないように仕事を設計すること
が，組織やマネジャーには求められる。
　ジョブ・クラフティングの重要性が高まるほ
ど，同時に，仕事の構造や条件を組織やマネ
ジャーがどのように設計するのかというジョブ・
デザインの視点からの問いかけもまた重要にな
る。ジョブ・クラフティングとジョブ・デザイン
の往還を通じてこそ，変化する仕事のなかで人が
よりよく働くための理論と実践を構想できるので
はないだろうか。
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